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特 定 非 営 利 活 動 事 業 小出スキー場管理運営事業 見晴らしの湯こまみに関する事業

　●脱！冬ごもり教室（健康スキー教室）
　●歩んでみん会（ノルディック・ウォーク）
　●里山トレッキング（小出公民館協働）
　●うおぬまわくわくキッズ
　●環境省モニタリングサイト

  ● 事務部門
  ● 索道部門
  ● 施設管理部門
  ● レンタルスキー部門
  ● エリアマネージメント

  ●見晴らしの湯こまみ管理運営
　・フロント部門
　・キャスト部門
  ● 集客を目的とした企画の実施
  ● 滞在時の満足度向上企画の実施

年間を通じた、小出スキー場とその周辺地域を活用した活動の実施

小出スキー場は開設してから今年で６６年を迎え、ＪＲ上越線沿線としては２番目に歴史のある公
設スキー場です。人々に愛される中、２０１１年に公営での営業が打ち切りとなり、２０１２年から
民営にて営業を行っております。
　NPO法人スノーパーク小出は、２０１３年３月に設立してから、６シーズン小出スキー場の管理運
営を行い、今年度、７シーズン目を迎えることができました。現在は、「小出スキー場の管理運営事
業」、「見晴らしの湯こまみに関する事業」、「特定非営利活動事業」の３つの柱を軸に、様々な企画・
運営を行っております。雪国魚沼のスポーツ文化を伝える場として、「教育の場」、「健康づくりの場」
としての健全なスキー場運営を目指すことに加え、見晴らしの湯こまみの一部管理運営、そして「都
市公園　小出公園」を含めた、一体的な活動の場として、様々な活動を展開してまいります。

　そして、今年度より国連が提唱する、「SDGs（持続可能な開発目標）」
の１７の目標のうち、３項目を指針として、このエリア一帯を総合的
に管理・活用できる体制づくりを目指します。　
　皆さまのご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。

事 務 局

・通年を通じた、健康づくりプログラムの企画と実施
・温泉を活用した、健康づくりプログラムの検討
・エリア全体を活用した、上記機会の推進

・教育施設としてのスキー場として、企画や受け入れの実施

・サマーシーズンの体験学習・生涯学習の企画と実施
・様々な団体と連携した、上記機会の提供

・恒常的に発生しやすい大型ごみの低減
・省エネルギー化の推進による、環境負荷の低減
・自学意識を持った、エリア内の自然環境の調査

SDGs を指針とした事業（２０１９－２０２０）



ご報告 小出スキー場管理運営事業

　平成 30 年 12 月、営業予定としていた日にまとまった雪に恵ま

れず、予定日より 7日間遅い営業開始となりました。その後、定

期的な降雪はあるものの、ゲレンデを充足するような降雪には恵

まれず、ゲレンデの雪確保に奔走したシーズンとなりました。

　そのような状況下を部門間の連携及び、戦略的なゲレンデ維持

の成果もあり、その後は一日も休業すること無く営業を行うこと

ができました。シーズン中は前年を上回る学校団体の受け入れ、

健康スキー教室をはじめとした各種イベントの実施によって入り

込み数を伸ばしたほか、小出雪まつり実行委員会による「小出ス

キーカーニバル」も実施いただきました。その結果、多くの方か

らご利用いただけたこと、重ねて積極的なコスト削減によって、

余剰金を次年度へ引き継ぐことができました。

　また、今年度で魚沼市による索道施設の貸借貸与契約が満了す

ることを受け、教育施設としてのスキー場として、教育委員会へ

の移管等を要望する書面を、令和元年 9月 18 日に魚沼市長へ提出

いたしました。

少雪の中で様々な取り組みを実施

教育目的でのご利用

索道施設の今後について

スキー場事業収入推移

　今年度は、新潟県内外から 20 校の小中高等学校

の受け入れを行い、法人としてスキー場の管理運

営を行ってから約 300％の増加となりました。

　これに、スポーツ少年団等の参加者を加えると、

教育を目的とした来場者の割合が 50％を超え、教

育の場という位置づけが一段と高まっています。

　法人運営を開始してから６年目となるシーズン

は、先の報告の通り、少雪の中での運営となりまし

た。昨年度を超える学校授業の受け入れ、集客対策

を行ったことで、少雪にも関わらず、法人運営開始

以来、２番目の収入規模となりました。しかしなが

ら累積の赤字は解消していない状況です。

©井上スタジオ

　令和元年１０月３１日をもって、魚沼市との索道施設の貸借貸与契約が満了となります。これに合わせて、前述

の通り、スノーパーク小出として、教育委員会への移管等の要望を記載した書面を提出いたしました。

　また、令和元年９月の魚沼市議会にて、索道施設の貸借貸与契約の延長が議決され、令和３年３月３１日までと

なります。

　この契約を取り交わし、この期間中に将来の方向性を導き出せるよう、市当局との話し合いや協議を重ねてまい

ります。



ご報告 見晴らしの湯こまみに関する事業

　平成 30 年 4 月より魚沼市より一部委託を受け、今期初めて 1

年間を通して運営を行いました。冬季間はスキー場事業と連携を

取り、リフト券の販売、レンタルスキーの提供など、スキー場へ

の拠点となる取り組みを行ってまいりました。

　また、通年を通しての集客促進として、イベント日に合わせ軽

食類の提供を行い、将来の食事提供の展開につなげました。この

他にも、毎月２６日に合わせた、変わり湯の提供や周知方法の改

善、地元農家さん等の協力をいただきながら様々な物販類の販売

を行ったことで、来館者数が昨年度と比較して 7.16%の増加とな

りました。

　今後は、現在の運営方法に加えて、トラブル時の迅速な対応が

行えるよう、設備に関する知識向上や、将来の食事の提供を見据

えて地元の食材に関する知識を学び、次年度から控えている大規

模改修後も、満足度の向上のための、企画と運営を行ってまいり

ます。

運営委託後の入り込み数が前年比 7.16%増

様々なイベントや企画の実施

入館時の満足度向上

大規模改修について

　施設は、研修室とゲストルームを持っており、

30 人程度の会議や、15 名程度のグループ活動や

パーティ等にご利用いただいております。そば打

ち体験は、その研修室を活用し、地域の講師の方

より冬季間に４回実施したところ非常に好評でし

た。結果全ての回が満員となる盛況ぶりでした。

　令和２年度、魚沼市による、施設大規模改修が実

施される予定です。この改修をより効率的なものと

するために、（一財）省エネルギーセンターより、

設備・運営面の診断を実施し、結果を踏まえ、将来

まで持続する施設とするため、改善提案として、ボ

イラー、源泉ポンプ、リネン乾燥室、屋根修繕等を

行うよう、市当局へ改修時の提案を行いました。

　温泉以外にも、お越しになられた方が楽しめる

企画も積極的に実施を行っております。

　昨年度から設置を行ったコミックについては、冊

子数が倍増となり、コミック以外にも文庫本等の

設置を行いました。また、農家さんの協力のもと、

旬な野菜等の販売等も行いました。



ご報告 特定非営利活動事業

　小出スキー場と見晴らしの湯こまみでの活動に加え、都市公園

である、小出公園を活用した活動も実施いたしました。

　健康づくりの一環で行っている、ノルディックウォーク「歩ん

でみん会」は延べ１５４名（令和元年７月時点）の方が参加して

いただき、小出公民館共催の「里山トレッキング」は、見晴らし

の湯こまみを出発地に変更し、活動を実施いたしました。　

　子どもたちへ向けの体験活動として、冬季間のスキー場を活用

した様々なプログラムを実施したほか、小出公園内でも、地域の

農家さんの指導のもと、ユニークな野菜を収穫したり、公園の樹

木を活用し「ツリークライミング ®」体験といった、小出公園の

立地を活用した企画も行いました。

　また、公園内の植生を記録として残してゆくため、環境省モニ

タリングサイト１０００の登録サイトとして、２年目となる植物・

チョウ類の調査を自学意識を持ったボランティアのご協力のもと、

実施いたしました。そして６年目となる清掃活動には、７２名の

方からご協力をいただきました。

小出公園を含めた一年を通じた活動

脱！冬ごもり教室、歩んでみん会

新緑から雪上まで 体験の場を提供

ボランティアとともに植物調査を実施

　通年を通して毎週木曜日に健康づくりの活動を

行いました。６年目を迎えた健康スキー教室「脱！

冬ごもり教室」は延べ２８８人の方からご参加い

ただき、「歩んでみん会」は延べ１５４名の方から

ご利用いただいております。交流を深める食事会

や、日頃のウォーキングの成果を試す山歩きなど

活動が広がりつつあります。

　うおぬまわくわくキッズはの小出公園を活用し、

6月から 10 月にかけ、計３回の内容で小学生と保

護者の方からご参加いただきました。

　この他、小出オールシーズンシャンツェ脇にある、

ブナ並木を活用し、ツリークライミング ®体験を企

画しました、素晴らしい景観の中で楽しそうに活動

する姿を見ることができました。

　２０１８年４月から開始した里地里山調査は２年

めを迎え、植物相・チョウ類の調査を実施いたしま

した。「分からないことは、まず自分で調べる」と

いうコンセプトのもと、生涯学習の一環で参加され

る方が徐々に増えてきました。

　また、例年実施しているスキー場清掃活動にも、

多くの方からご協力をいただきました。



ご報告 ２０１８年（平成３０年度）活動一覧

小出スキー場管理運営事業 特定非営利活動事業 見晴らしの湯こまみに関する事業

日付 イベント名称 内容 参加人数等

8月1～15日 こまみ夏祭り 軽食販売等 見晴らしの湯こまみ

8月11日 里山トレッキング 駒見山トレッキング 小出公民館共催（全3回）、延べ30人

8月26日 こいでのたからみっけ隊 小出スキー場周辺自然調査 10月まで毎月1回開催

8月26日～ 風呂の日（26日）イベントの実施 毎月開催（計12回） 見晴らしの湯こまみ

8月26日 小出花火大会での一部開放 観覧スペース開放 見晴らしの湯こまみ

９月6日～１1月1日 歩んでみん会　第２クール　実施 ノルディック・ウォーク活動 毎週木曜開催（全9回）、延べ108名参加

10月8日 うおぬまわくわく☆キッズ～秋～ さつまいもの収穫 魚沼市子ども地域活動推進事業、45名参加

10月8日 ツリークライミング体験会 自然体験活動 新潟県後援事業、19名参加

10月13日 社協ふれあい祭り 活動PR、体験会実施 小出ボランティアセンター

10月13～14日 こまみ秋祭り 軽食販売 見晴らしの湯こまみ

11月3日 スポーツゴミ拾い大会 清掃活動イベント 魚沼交流ﾈｯﾄﾜｰｸ共催、魚沼市後援

11月24～25日 Snow Jaｍ2018-19 スキー場PR・リフト券販売 新潟ふるさと村

12月1日～2日 魚沼市観光物産展 スキー場PR・リフト券販売 イオン新潟南店

12月1日 クリスマスイベント オーナメント作り等 見晴らしの湯こまみ

12月16日 スキー場安全祈願祭 営業開始準備 小出スキー場

12月～3月 そば打ち体験会 体験会、全4回開催 見晴らしの湯こまみ

12月30日 スキー場営業開始 少雪により8日間の延期

12月30日 リフト券販売開始 スキー場との連携 見晴らしの湯こまみフロントにて

1月3日～2月28日 脱！冬ごもり教室　実施 中高齢者スキー教室 毎週木曜開催（全10回）、延べ288名参加

1月6日～3月3日 ゆきんこ運動会 未就学児対象イベント 全3回、延べ26名参加

1月10日～2月26日 学校授業受け入れ開始 スキー授業、かんじき体験 計21校

1月13日 新潟県スキーモニターツアー 小学生対象スキーレッスン 43名参加

1月14日 ちびっこ宝探し大会 小学生対象イベント

2月2～3日 新潟県スキーモニターツアー スノーボードレッスン 11名参加

2月9日 小出スキーカーニバル たいまつ滑降、塞の神等 来場者数　800名

2月9日 こまみ雪まつり スキーカーニバルとの連携 見晴らしの湯こまみ

2月10日 BSNキッズスキーツアー 小学生スキーツアー 44名参加

2月22日、3月7日 ナイター営業貸切　受け入れ 2件受け入れ

3月10日 スキー場営業終了 来場者数　19,130名

4月21日 里山トレッキング 駒見山トレッキング 小出公民館共催（全3回）、延べ38名参加

5月4日 小出スキー場清掃活動 清掃活動 約80名参加

5月12日 母の日イベント プレゼント企画の実施 見晴らしの湯こまみ

5月16日～7月25日 歩んでみん会　第1クール　実施 ノルディック・ウォーク活動 毎週木曜開催（計11回）　延べ154名参加

5月26日～ こいでのたからみっけ隊 小出スキー場周辺自然調査 10月まで毎月1回開催

6月2日 うおぬまわくわく☆キッズ～春～ かぼちゃの植え付け 魚沼市子ども地域活動推進事業、28名参加

6月16日 父の日イベント プレゼント企画の実施 見晴らしの湯こまみ

6月30日～7月7日 七夕イベント 短冊作りイベント 見晴らしの湯こまみ

7月21日 携帯電話会社の出張店舗開設 機種変更や、料金見直し等 見晴らしの湯こまみ

7月27日 うおぬまわくわく☆キッズ～夏～ 星空観察会 魚沼市子ども地域活動推進事業、36名参加

7月27～28日 こまみ夏まつり 軽食販売等 見晴らしの湯こまみ

7月27日～ こまみ自習室開放 学習ルームの開放 ～8月31日まで　見晴らしの湯こまみ

7月28日 スイカ de かきごおり Party! 地元農産物第六次産業化PJ 小学生対象、15名参加



ご報告 ２０１８年（平成３０年度）貸借対照表
令和元年７月３１日現在

[税込]　（単位：円）

科　　目 金　額 科　　目 金　額

 【流動資産】  【流動負債】

  （現金・預金）   未　払　金 587,252 

   現　　　金 750,924   預　り　金 75,797 

  未払法人税等 70,000 

　 預      金 574,614   未払消費税 617,200 

   流動負債  計 1,350,249 

     現金・預金 計 1,325,538  【固定負債】

  長期借入金 3,128,000 

  （棚卸資産）    固定負債  計 3,128,000 

   商　　　品 195,224 負債合計 4,478,249 

    棚卸資産  計 195,224 

  （その他流動資産）  【正味財産】

   前　払　金 2,000   前期繰越正味財産額 △ 4,917,569 

   前払　費用 81,200   当期正味財産増減額 2,524,080 

   立　替　金 1,300    正味財産　計 △ 2,393,489 

    その他流動資産  計 84,500 正味財産合計 △ 2,393,489 

     流動資産合計 1,605,262 

 【固定資産】

  （有形固定資産）

   什器　備品 297,338 

    有形固定資産  計 297,338 

  （無形固定資産）

   ソフトウェア 182,160 

    無形固定資産  計 182,160 

     固定資産合計 479,498 

資産合計 2,084,760 負債及び正味財産合計 2,084,760 

正　味　財　産　の　部

平成３０年８月１日～令和元年７月３１日　現在

資　産　の　部 負　債　・　正　味　財　産　の　部



法人概要

名 称 特定非営利活動法人 スノーパーク小出

理 事 長 上村 伯人（医療法人社団 上村医院　院長）

事 業 目 的 この法人は、地域のスキー文化発祥地の小出スキー場 

  を利用し、スノースポーツの普及と振興を通じて、ふ 

  るさとである雪国の美しさと楽しさを子供たちに伝え 

  るとともに、あらゆる年代が参加できる、多様な市民 

  活動の場として、地域の活性化に寄与することを目的 

  とする。   （定款第３条より転載）

事 業 内 容　 （特定非営利活動）
  ① 小出スキー場の管理・運営に関する事業

  ② スキーカーニバルなどイベント運営に関する事業

  ③ スノースポーツの普及と競技力向上に関する事業

  ④ 健康増進に関する事業

  ⑤ まちづくりの推進に関する事業

  ⑥ 小出スキー場に関連する施設の管理運営事業

  ⑦ 見晴らしの湯こまみに関する事業

  ⑧ その他、目的達成に必要な事業

      （定款第４条より抜粋）

事 業 資 金 事業売上及び会費と寄付金、行政・民間機関からの

　　　　　　    委託金・補助金・助成金、活動剰余金　他

設 立 日 ２０１３年（平成２５年）３月２０日

法人格取得日 ２０１３年（平成２５年）７月１８日

 特 定 非 営 利 活 動 法 人

スノーパーク小出
https://www.sp-koide.org
〒 946-0043　新潟県魚沼市青島１６０９

TEL：025-792-5320 FAX：025-795-6622

info@sp-koide.org


